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 　瑠那ちゃん
る な

　平成22年6月7日生まれ

　蔵之内

安部
あ べ

　優しく明るく元気な女の子に育ってね．
　　　 母親の実代さん撮影

 洋翔ちゃん
ひろと

　平成22年2月16日生まれ

学園前
横川
よこがわ

　生れてくれてありがとう！！
　　 母親の育子さん撮影

元気いっぱいのふうちゃん
友達いっぱいつくってね！
母親の満理子さん撮影

 富華ちゃん
ふうか

　平成21年11月5日生まれ

伊賀
長瀬
ながせ

颯良くん
そ ら

　平成17年8月27日生まれ

チョーヤ梅酒さんから ･･･
　４月初旬、駒ヶ谷に本社があるチョーヤ梅酒株式会社より、駒ヶ谷小学

校へグランドピアノを寄贈していただきました。同社の金銅幸夫会長は、「5

世代で通った小学校に使っていただければ」と思いを述べられました。また、

被災地への義援金として一千万円を寄付してくださいました。金銅会長は

「当社も宮城県仙台市に営業所があり、数日後、安否確認ができなかった従

業員から無事だとの連絡が入り感極まった。これからも被災地への支援を

続けていきたい」とお話くださいました。

緊急消防援助隊派遣 ～柏羽藤消防組合～
　

 柏原羽曳野藤井寺消防組合では地震発生の３月 11日、緊
急消防援助隊大阪府隊として車両４台（ポンプ車・救助車・

救急車・後方支援車）で一次隊 15人を岩手県上閉伊郡大槌

町へ派遣。３月 13日、同被災地へ二次隊 15人を派遣し大

阪府隊約 800人とともに、救出救護活動を行ないました。

現地では寒風、降

雪のなか被災者を

救出すべく、消防・

警察・自衛隊が連

携し懸命の活動が

行なわれ、多数の

方を救出救護しま

した。

男女共生セミナー「今から始める老い支度」
　今話題になっている「終活」。自分の人生を自分らしく生

き、自分らしく終わるためにはどうすればいいのか。自分が

認知症になった時、誰に、どこでみてもらいたいか。自分の

お葬式はどんなふうにしてほしいか。それを元気なうちに考

えておくと、おのずと死ぬまでのお金の使い方、人間関係な

どが見えてきます。男

女 45人の方々が受講さ

れ、「目標をもって、楽

しく計画的に生きるこ

とが大切ですね」「第 2

弾、第 3弾、是非お願

いします」と意欲的な

感想をいただきました。

街かどから

「はびきの自主夜間中学校」 　
 はびきの自主夜間中学校は、1991 年 2月
に開校しました。この中学では義務教育を受

けれなかった方や日本語を習得したい外国

人に学習の場を提供しています。20年が経

過し、参加者は延べ 9,000 人（日本人 25人・

外国人11カ国から260人）近くなりました。

スタッフの今木さんは「人と出会い、世界

と出会い、私と出会ってきた。今後もボラン

ティアの支援を得ながら、続けていきます」

と力強いコメントをいただきました。

（3月 17日実施）

 2011 年 2 月 18 日の 20 周年のつどいの写真
夜間中学校は毎週金曜日の夜に恵我之荘集会所で実施
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恵愛ちゃん
けいと

　平成21年12月24日生まれ

　　古市
三谷
みたに  　

 柚花ちゃん
ゆずか

　平成22年2月11日生まれ

西浦
安藤
あんどう

いつもキラキラと輝いてほしいと願って☆
母親の恵さん撮影

おじいちゃんもおばあちゃんも恵愛の笑顔
が大好き。うまれてきてくれてありがとう。
　　　 祖母の繁子さん撮影

生れてきてくれてありがとう
いつまでもかわいい笑顔でね。
　　 父親の陽さん撮影

 輝星ちゃん
きらら

　平成22年5月14日生まれ

樫山

勝尾
かつお

こんにちはあかちゃんの写真を募集しています。詳しくは広報担当まで〔内線 3330・3340〕
E-Mail kouhou@city.habikino.lg.jp

教育長特別表彰受賞
　割石大樹さん（当時、羽曳野

市立高鷲北小学校６年生）が、

２０１０年オープントーナメント

大阪城杯冬の陣（空手）で、小学

六年生重量級の部において優勝し

ました。この功績を称え、教育長

から特別表彰を受けられました。

今後の活躍を期待します。

NHK 全国放送公開番組決定！
　3月29日㈫、平成 23年 8月20日にLICはびきのにて収

録される、NHK 全国放送公開番組の決定連絡を市を代表して

北川市長が受けました。番組タイトルは「福祉ネットワーク～公

開すこやか長寿～（教育）」となっており、羽曳野の長寿などの

情報が全国へ発信され

ます。どうぞ、お見逃し

なく！（公開日は4/13 現

在未定です。）今後、内

容が決まりしだい、広報

やウェブサイトでお知ら

せいたします。

街かどから

羽曳野市緑の少年団「入団式」
　春うららかな日差しの４月 10日㈰、緑の少年団の入団

式が行なわれました。新団員 39人と現在の団員 40人、合

計 79人の団員を前に、高橋団長は「一致団結して緑や環

境問題に取り組んでいきましょう」と言葉をかけられまし

た。初々しい新団員たちがこれから羽曳野市のイベントな

どにも多く参加してくれます。緑や環境問題の活動をして

いる彼らを見かけたら声を掛けてあげてください。

がんばろう TOHOKU
～とどけよう、私たちの想いを～

　3月27日㈰、羽曳野市役所議会棟下にて、社団法人羽曳野

青年会議所ならびに羽曳野市商工会青年部の方々が、義援金と

支援物資の募集を行ないました。たくさんの方々が義援金や使

い捨てカイロ・おむつ・生理用品・サランラップ・アルミホイル・

石鹸などをお持ちくださいました。義援金をお持ちいただいた人

は「被災地へ支援をしたかったが、あと一歩が踏み出せなかった。

新聞に折り込まれていたチラシでこの企画を知り、被災地へ私

の思いを届けることができました」とお話いただきました。義援

金ならびに支援物資は公益社団法人日本青年会議所「東北地方

太平洋沖地震」対策本部を通じて被災地の救援活動に用いら

れます。


